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2024 年 12 月期 決算説明会 要旨 
 
 
【ご留意事項】 
こちらの「説明会要旨」は、説明会での発表内容および QA の内容を要約したものです。 
本資料に記載の業績見通し等の将来予測に関する記述については、現在入手可能な情報に鑑みてな
された当社の仮定および判断に基づくものであり、これには既知または未知のリスクおよび不確実
性ならびにその他要因が内在しており、それらの要因による影響を受ける恐れがあります。 
 

[日時]   2025 年２月 14 日（金） 16:00 – 17:00 
 
[開催場所]  会場およびウェブ配信 
 
[登壇者]  ５名 

代表取締役社長   北澤 憲政 

取締役専務執行役員   板倉 正 

取締役上席執行役員   ケヴィン・ヴァイス・ピーコック 

取締役上席執行役員   矢野 亮 

上級執行役員    山口 善三 
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北澤：本日はお忙しい中、当社決算説明会にご参加いただきありがとうございます。それでは通期

決算について説明させていただきます。 

まず、当社の企業理念の更新についてです。この度、ピジョングループの更なる飛躍を目指し、

「存在意義」の実現に向けた内容となるよう、企業理念を更新しました。Pigeon DNA を Pigeon 

Group DNA とし、ピジョングループ全社が共通で持つ考え方としてわかりやすくしました。ま

た、より存在意義の実現に向けた内容となるよう、すべての活動における心と行動の拠り所として

Spirit を新たに策定しました。私たちは今後も、このピジョンの企業理念を大切にしながら、事業

を前進させ、社会になくてはならない存在として持続的な成長を目指します。 
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通期のグループ業績です。 

売上高は 1,041 億円、前年同期比 110.3%で終了しました。営業利益は 121 億円、同 113%の伸長

でした。また、前期比での伸長に加え、期初計画比においても全ての項目で上回る事ができまし

た。営業利益率も、11.3%の期初計画に対して実績は 11.7%で終了いたしました。 
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事業別の業績です。事業別では海外事業の中国、シンガポール、ランシノ事業が増収増益で終了し

ました。日本事業の売上高は前期比 99%で終了しましたが、これは、日本事業の「ヘルスケア・

介護」に入っていたピジョン真中㈱の連結除外に伴い、前期比で６億円ほどの減収となったことが

大きく影響しています。一方で、日本のベビーケアの売上高は前期比プラス 2.0%の増収となって

おり、日本国内の出生数が減少し続けている中でも、しっかりと取り組みが強化できています。 
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次に連結営業利益の前期比増減要因です。 

連結営業利益の増加要因としては、増収による総利益の増加が前期比でプラス 46 億円、また、総

利益率の改善による総利益の増加が同プラス 12 億円ありました。一方で、販管費の中では特に人

件費、物流費、マーケティング関連費用が前期比でそれぞれ 12-15 億円ほど増加しましたが、グル

ープ全体では効率的に販管費を使用したことで、通期の営業利益は前期比プラス 14 億円の増加と

なりました。 
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B/S のハイライトです。現金および預金は前期末差で 48 億円の増加、為替影響を除けば同 23 億円

ほど増加しました。また、たな卸資産は前期末から 4.7 億円の増加となっていますが、これも為替

による膨らみが大きく、為替影響を除外すると、たな卸資産は前期末よりも 5 億円程度減少させる

ことができました。 
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ここからは事業別の業績についてご説明します。 

日本事業は減収減益でしたが、国内のベビーケアの販売は堅調に推移いたしました。中でも哺乳

器・乳首の累計売上高は前期比プラス 1.3％増と、２年前に行った価格改定の後も、圧倒的な市場

シェアを維持しています。ベビースキンケアに関しては、国内需要は堅調に推移した一方で、23

年下期の ALPS 処理水報道以降、海外需要がほぼ消滅し、24 年の海外需要は通年で低調でした。 

日本事業での一番大きなトピックとしては、ベビーの新規カテゴリである「育児家電」の売上構成

比が、ベビーケアの売上高全体の 10％近くまで大きくなってきている事です。日本国内では、夫

婦共働きの世帯が全体の 70%ぐらいまで高まっていることもあり、ベビー用品においても、利便

性の高さや、手間を省けるような商品への関心が非常に高くなっています。 

また、12 月には NARUMI 社と共同開発したボーンチャイナ製の哺乳器を数量限定で発売するな

ど、色々な角度から、新たな価値のある新商品を積極的に開発しています。 
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次は中国事業です。 

24 年の中国本土は、23 年末に ALPS 処理水放出報道の影響で急速に落ち込んだ売上高を確実に回

復させるために、成長投資を大幅に増やして活動を展開しました。哺乳器を中心にブランド露出と

コミュニケーションを徹底的に強化する各種取り組みが奏功し、期初の想定に近い形で売上高を回

復させることができました。哺乳器の累計売上高は前期比プラス 20%以上伸長したほか、ALPS 処

理水の影響が特に大きかったスキンケアも同プラス７%伸長することができました。 

ダブルイレブンに関しては、詳細なデータは公開されてはおりませんが、市場競争が激化する中に

おいても、当社のブランドの強さに変わりはなく、EC を中心にセルアウトも２ケタ伸長を達成し

ました。 

また、23 年末に急落した哺乳器・乳首の市場シェアも、24 年は安定した回復を見せ、ALPS 処理

水報道前の水準に戻ってきています。 
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次はシンガポール事業です。 

主要国ではこの２年ほど、スリムネックタイプの安価な哺乳器から、価格の高い広口タイプの哺乳

器へのシフトを最優先課題として取り組んできましたが、その成果がやっと目に見える形で現れて

きました。今後、当事業での広口化がさらに進むことで、売上高はもちろんのこと、それ以上に利

益額の伸長が期待できると考えています。 

また、スキンケアについても、当事業を中心に展開するナチュラル・ボタニカルシリーズの累計売

上高は前期比プラス 50%伸長するなど、活動強化の取り組みがしっかりと出てきています。 
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ランシノ事業です。当事業は好調な業績が続いており、今年は特にさく乳器が好調でした。

「Discreet Duo」というウェアラブルさく乳器の新商品が売上に大きく貢献し、24 年累計ではさ

く乳器カテゴリがランシノ事業の売上高全体の 23％（23 年は 18%）の構成比を占めるまでになっ

ています。 

また、21 年の発売開始以来、毎年急速に伸長していた産前・産後ケア用品の売上高は、24 年も前

期比でプラス 40%以上伸びました。北米をはじめ欧州などでも２ケタ伸長を継続しています。 

そのほか、マタニティ向けのオーガニックティーなどの新規カテゴリも続々と発売しております。  

また、以前問題であった海上運賃の高騰による総利益率の悪化については、24 年の海上運賃が通

年で安定的に推移した事もあり、総利益率は前期比で若干改善する事が出来ました。 
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ESG・サステナビリティでは、ピジョングループの人権方針を策定したほか、日本橋母乳バンクの

拡張工事の完了、GPIF の採用する６つの ESG 指数構成銘柄の全てに選定されるなど、ピジョンの

「存在意義」の実現に向け各種取り組みを推進しました。 
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今期のグループでの業績見通しです。売上高は前期比 105.3%、営業利益で同 106.3%の計画とし

ています。また、営業利益率も 11.8%と前期比でプラス 0.1 ポイント改善する事を目指します。 
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25 年のグループでの売上高の伸長率は前期比プラス５%ですが、海外事業は同プラス 6.8%の伸長

を目指します。グループの成長は引き続き海外事業をドライバーとしていきます。 

また、25 年は８次中計の最終年度に当たります。当初、この中計においては「新規領域の探索お

よび育成」を重要テーマの１つと設定し、最終年度の 25 年の新規領域の売上高目標を 100 億円と

掲げ、取り組みを進めてきました。この新規領域の育成に関しては、当初の中計通りの進捗を見せ

ており、25 年で 100 億円の売上高達成をめざして、引き続き取り組んでまいります。 
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事業別の業績見通しです。 

日本は微増、海外事業を中心に伸長していく見通しです。日本のベビーケアの売上高は前期比

103.5%と、好調な育児家電や近年強化しているベビーフード等での伸長を目指します。 

それでも日本事業の売上高が前期比 101.1%と伸長が小幅になるのは、ヘルスケア・介護に入って

いたピジョン真中㈱を譲渡したのが昨年４月だったこともあり、昨年実績の中に、ピジョン真中の

第 1 四半期分の売上高（約２億円）が残っているためです。 
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事業別の今後の取り組みについてです。 

日本事業においては、24 年の出生数は 70 万人を割れましたが、25 年はさらに減ると予想してい

ます。ただ、出生数が減少する中でも、世帯当たりの可処分所得の増加や新たな育児ニーズの創出

によって、日本の業績を維持、微増させていきたいと考えています。 

既存領域に関しては、日本市場での主力商品である哺乳器・乳首、スキンケア、ベビーフード、消

耗品において新商品の継続的な投入を行っていきます。また、収益力強化のための商品ポートフォ

リオおよび価格設定の見直しを行っていきます。 

そのほか、エイジアップ商品を日本でも本格的に展開していきます。直近では２月から、２歳から

使えるぷちキッズヘアケアシリーズを発売いたしました。さらに、日本でのランシノブランドの販

売も積極的に行っていきます。 

また、現状では EC 比率はあまり高くない日本市場ではありますが、グローバル市場を見れば今後

拡大していくことは明確なので、日本の EC チャネルもさらに強化していきます。 



ピジョン株式会社 2024 年 12 月期 決算説明会 要旨 
 
 

 16 / 23 
 

 

 

中国事業です。 

中国本土の昨年の出生数は、辰年効果が本当にあったかは不明ですが、前期比プラス６%ほど増加

したようです。ただ、当社としては、今年の出生数はまた減少に転じるだろう見ています。そのよ

うな市場環境の中で、引き続き哺乳器・乳首の市場シェア 50%到達を一つのマイルストーンとし

て、業績伸長を目指します。 

また、今年はベビースキンケアの主力シリーズであるベーシックシリーズや、キッズスキンケアの

リニューアルも予定しており、ALPS 処理水報道以降、苦戦が続いていたスキンケア製品のイメー

ジ刷新を図っていきます。 
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シンガポール事業では、引き続きスリムネック哺乳器から広口哺乳器へのシフトを推進していきま

す。24 年にある程度の成果が見えてきたので、25 年も哺乳器・乳首への成長投資により、広口化

をさらにスピードアップできると考えています。 

また、昨年好調だったナチュラル・ボタニカルシリーズを引き続き強化していくほか、ベビー用の

歯ブラシなどの口腔ケア商品にも注力していきます。これは、マレーシアで試験的に開始したデン

タルクリニックでの当社のベビー口腔ケア商品の販売や、専門家との共同での赤ちゃんの口腔ケア

の啓発活動が非常に上手く展開できており、この活動を当事業の管轄市場全体に水平展開していき

ます。 
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最後にランシノ事業です。 

24 年に引き続き、ウェアラブルさく乳器の「Discreet Duo」の販売をさらに拡大させていくこと

に加え、既存領域である母乳ケアカテゴリや新規領域の新商品を続々と投入していく予定です。 

また、25 年から、ランシノ事業での哺乳器・乳首の販売を本格的に注力していきます。中心とな

るのは北米市場で、ランシノは 2030 年に北米第３位の哺乳器・乳首ブランドになることを目指し

ていきます。 

また、地域別には、中国市場におけるランシノの販売が長年苦戦している事もあり、25 年は再成

長に向けたビジネスモデルの見直しを行っていく予定です。 
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サステナビリティ関連では、Pigeon Green Action Plan で掲げた GHG 排出量の目標値を前倒し

し、引き続き取り組みを強化していきます。 
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最後に株主還元、投資関連です。 

24 年の期末配当に関しては、８次中計期間の株主還元方針に則って、中間期と同額の 38 円とし、

年間 76 円の配当となります。配当性向はいまだ 100%を超えている状態ですが、当社としてはま

ずは業績伸長による配当性向の低下を目指しています。 

また、キャッシュアロケーションの優先順位については、まずは事業の成長投資を最優先に検討

し、事業成長と財務のバランス、キャッシュフローや株価の状況を総合的に勘案し、ステークホル

ダーの皆様への還元を検討してまいります。 

 

私からの説明は以上です。 
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質疑応答 
*質問内容を事業別に分けた上で、質疑応答を掲載しております。 
 

【全体】 

Q. 25 年業績見通しについての概要を事業別に教えてほしい。 

A. 日本事業は、まず 25 年の出生数を 60 万人前半になるだろうという前提で計画を立てている。
25 年のベビーケアの伸長ドライバーは、主力商品であるスキンケア、ベビーフード、育児家電
（ベビーヘルスケア）での新商品。特にスキンケア、ベビーフードについては、エイジアップを新
たな成長エリアとし、５歳くらいまでのお子さんを対象にした新商品も積極的に検討していくほ
か、日本市場でのランシノ商品の販売も拡大していく。日本は出生数が減少する中でも、当社がタ
ーゲットとするお客様層を拡大させていくことで、持続的な成長を目指していく。 

中国事業は、24 年はほぼ想定通りの業績回復を達成できたので、25 年は再び成長を実現するため
の投資を行っていく。中国では毎年、新規チャレンジも含めて数多くの新商品を発売しているが、
特に 25 年の新商品は、スキンケアのべーシックシリーズおよびキッズスキンケアの大幅リニュー
アル、哺乳器のラインアップ追加など、確実に業績伸長に貢献できるような新商品が多く控えてい
る。これら新商品やリニューアル商品を軸に、しっかりと計画を達成させていきたいと考えてい
る。 

シンガポール事業は、引き続き哺乳器・乳首、スキンケアを軸とした成長を目指す。流通在庫問題
が解消し、ここ数年取り組んできた哺乳器の高付加価値化（広口モデルへのシフト）の活動は、主
力市場の中東エリアを含め確実に成果が見え始めている。25 年はそれをさらに加速させるべく、
現在進行中のリブランディング活動を一層強化していく。また、スキンケアは、現在注力している
ナチュラル・ボタニカルシリーズの販売活動を引き続き強化し、哺乳器に次ぐカテゴリとして育成
していく。 

ランシノ事業は、既存領域である「母乳育児関連用品」の強化に加え、新規領域のビジネスを全て
の展開エリアで積極的に拡大していく。25 年は、北米で展開している Discreet Duo さく乳器の販
売を欧州などのエリアにも拡大していくほか、哺乳器・乳首もランシノとして本格的に注力してい
く。また、新規領域の産前・産後ケア、マタニティ向けの栄養食品などの商品ポートフォリオも一
層拡充し、持続的な成長のための土台作りに取り組んでいく。 

 

Q. アメリカの今後の政治動向が事業に与える影響はどのようなものを想定しているか。  

A. 今後のアメリカの政治動向は、当社グループにとってリスクにも機会にもなりうるだろうという
認識だが、現時点での先行きは非常に不透明であるため、各事業の 25 年の業績見通しの中には、
アメリカの政治動向の影響は織り込んでいない。当社グループには生産および販売において十分強
固なグローバルネットワークがあり、必要に応じて柔軟に対応できると考えている。また、外部環
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境がどう変化するかに関わらず、当社ができる最善策は、一つでも多くの素晴らしい商品を開発
し、それらを必要としてくれる世界各国のお客様に、しっかりと届けられるように取り組んでいく
事だと考えている。 

 

【中国事業】 

Q. 4Q 単独（10-12 月）での中国本土のセルインおよびセルアウトの前期比はどうだったか。 

A. 4Q 単独での中国本土のセルインは前期比プラス 88.6%。セルアウトは同プラス 42.6％。セルア
ウトの中でも EC は同プラス 44.1%、オフラインは同プラス 33.8%となった。 

 

Q. オフラインのセルアウトが前期並みで終了しているが、底打ち感はあるか。 

A. オフラインは昨年の ALPS 処理水報道の影響で 23 年末に大きく販売が落ち込み、24 年はそれが
戻ったという意味では下げ止まったとは言えるかもしれない。24 年の取り組みとしてはオフライ
ン限定商品の拡充が下げ止まりに貢献したと見ており、25 年も引き続きオフライン限定商品を追
加していく予定。直近ではオンライン比率が 77%ほどまで高まってはいるが、当社としてはオフ
ライン比率をもう少し高く保ちたい気持ちはある。 

 

Q. 24 年末時点の哺乳器・乳首の市場シェアはどのくらいだったか。 

A. 24 年末時点での哺乳器・乳首の推定市場シェアは 43%ほどで、23 年末の ALPS 処理水報道によ
るシェア急落から、1 年を通して安定して回復した。  

 

Q. 25 年業績見通しについて、成長投資の費用感を教えてほしい。 

A. 哺乳器・乳首の市場シェア 50%獲得に向けて、25 年も引き続き成長投資は行っていく方針。費
用の内容としては 24 年同様、ブランドの露出や商品の価値訴求、新商品のアピールなど、マーケ
ティングやブランディング活動が大きいところ。費用の使い方に関しては、24 年に取り組んでき
た活動の中で手応えのあったもの、想定ほどの効果が得られなかったものの精査ができており、25
年は昨年以上に効率良く費用を投下できると考えている。それらの取り組みを通じて、25 年の中
国事業の営業利益率は、前期比プラス 0.1pt 改善する計画としている。 
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【日本事業】 

Q. 4Q 単独の業績が好調だった要因が何だったか教えてほしい。 

A. 日本事業のベビーケアでは、特にアカチャンホンポ、西松屋などのベビー専門店のほか、
Amazon などの EC の販売も好調だったことが大きい。商品では「電動鼻吸い器」などの育児家電
の販売伸長が貢献した。 

 

【シンガポール事業】 

Q. 主要国における EC チャネルの取り組み状況について教えてほしい。 

A. 当事業の主要国の主な販売チャネルは、まだまだオフラインがメインではあるものの、EC チャ
ネルでの販売比率は東南アジア各国で高まっており、特にシンガポールでは直近の EC 比率が 21%
と顕著に伸びている。東南アジアでは最大手の Lazada の他、各国でそれぞれ EC プラットフォー
ムがあり、EC 市場はかなり白熱している。そのような中で、当社は EC チャネルの開拓はもちろ
ん、TikTok などの SNS を利用したデジタルマーケティングにも積極的に取り組んでおり、SNS で
のブランド認知から EC チャネルへの集客までのノウハウを各国で蓄積、事業内で共有し EC チャ
ネルを強化している。 

また、インドでは EC に加えて「クイックコマース市場」も拡大しており、クイックコマースチャ
ネルでの当社の販売も急速に伸びてきている事から、今後さらに注力していく予定。 

 

【ランシノ事業】 

Q. 4Q 単独の業績が好調だった要因が何だったか教えてほしい。 

A. ランシノ事業では 3Q 後半に、北米および欧州で既存品の配荷拡大や複数の新商品の発売があっ
たため、それらが 4Q の売上高伸長に貢献している。 

 

以上 


